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第29期第3回理事会議事要旨

日時：1997年5月21日（月），16時30分～20時40分

場所：筑波大学大学会館内喫茶店「サンセット」

出席者：松野，関口，二宮，山岸，村松，住，新野，

　　　　田中（博），木田，斎藤，竹村，塩原，永田，

　　　　廣田，藤部，菊地，田中（正），山下，石島　以

　　　　上19名

その他の出席：城尾会員，事務局（舘），

　　　　　　　つくば大会実行委員会事務局：野瀬

　　　　　　　（気象研究所），菅田（国立環境研究所），

　　　　　　　米谷（防災科学技術研究所）

議　事：

1．第29回第8回常任理事会議事録の確認

2．各委員会報告

　庶務…後援名義等使用依頼の承認：1件

　　　　名称：生物・環境タイムカプセル国際ワーク

　　　　ショップ，主催：ワークショップ実行委員会

　　　　開催期間：1997年11月3～6日，場所：大阪

　　　　千里ライフサイエンス・センター，その他の

　　　　後援予定団体：大阪府，日本万国博覧会記念

　　　　協会等

　　　・第5回水資源に関するシンポジウム第3回運

　　　　営委員会の開催通知　7月3日

　　　・アンケート依頼に対する回答　5月9日

　　　　私立大学図書館協会・東地区部会研究部理工

　　　　学研究分科会より，「会議資料収集の手引き：

　　　　1997」作成のためとして依頼があり，回答．

　　　・1997年度「猿橋賞」の選考結果について通知

　　　　受領　4月25日

　　　　当学会からの推薦候補者は選考に漏れた旨

　　　・気象研究ノート印刷業者決定（189号以降分に

　　　　ついて）日本印刷（株）　5月27日

　　　・賛助会員学会退会届受領　日本電子計算（株）

　　　　より　5月14日

　　　・平成9年度科学研究費補助金「研究成果公開

　　　　促進費」交付内定通知　5月13日

　　　　内定額（交付予定額）　金5，210千円

　　　・1997年度「奨励金」受領者決定　5月14日

　　　　山下龍平会員　網走地方気象台（現旭川地方

　　　　気象台）

　　　　花宮廣務会員　大分地方気象台

　　　・総会委任状の収集状況　5月15日現在合計

　　　　825通

会計…1996年度収支報告

天気…Vo1．44No．5（1997年5月号）掲載記事と，

　　　同No．6～7号掲載予定記事の紹介．

気象集誌…Vo1．75No．3（1997年6月号）掲載予定

　　　論文等の紹介．

気象研究ノート…1997年度の発行計画（189号以降）

　　　の紹介．

教育と普及…「天気」気象談話室の掲載状況　1996年

　　　　9月から1997年3月までで3件．

　　　・第31回夏季大学「新しい気象学」について

　　　場所：東京大学山上会館（本郷キャンパス

　　　内），期間：1997年8月4日～8月6日

　　　　テーマ：大気汚染と酸性雨（東京都庁と環境

　　　科学研究所の見学を含む）．

　　　・「教養の気象学」改訂作業の進捗状況

　　　1997年5月末には原稿が完成し，1998年初め

　　　出版の予定．

　　　・学校科目「地学」関連学会連絡協議会の活動

　　　状況

　　　　日本地学教育学会の「高等学校地学に関する

　　　意識調査（地学アンケート）」に名簿提供で協

　　　力．地学と理科の他の教科との関係のあり方，

　　　環境問題・自然災害・科学者の社会的責任に

　　　関し理科系・非理科系の生徒別の学習に適し

　　　た教科・科目構成について当協議会参加の各

　　　学会会員を対象にアンケート調査を行い，そ

　　　　の回答と回答者の属性の関係に関する集計結

　　　果が公表された．今後の協議会の活動方向は

　　　未定．

電子情報…気象学会BBS（電子掲示板）およびホー

　　　　ムページの利用状況．

3．会員加入状況

　新入会員40名を承認．退会員4名の報告．現会員

数4，614名

4．1999年度春季大会担当機関の決定　気象庁観測

部・気象大学校

5．学会大会運営の見直し（1997年春季大会の試行と

今後の対応）

　　当大会は，専門分科会とポスターセッションによ

　る新方式が試行されたが，今後これを継続するかど

　うかは参加者のアンケート結果の集計を受けて決定

　することになっている．
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　従来と違う動きも出てきたが，議論の深まりは今

一歩だ．新しい試みが定着し，議論を深めるとの当

初目的が達成できるまでには，今しばらく時間をか

けコンビーナーや会員が経験を積み重ねることが必

要であり，アンケート結果は尊重すべきものの，最

終的には理事会で判断する必要がある，次の大会も

同方式で実施する場合，分科会のコンビーナーを募

集するため早急に方針を決める必要がある，等の指

摘があった．

6．学会会員名簿の記載形態の見直し

　会員名簿の形態を，会員間の情報交換を目的とし

てFAX，e－mai1などの最新の情報交換手段を記載

する形に変更する件についての常任理事会での検討

結果が報告され，①従来通り全会員に無料で配布す

る案と，②希望する会員に実費で販売する案が示さ

　れた．

　現在学会に登録されていない項目については，

1997年度中に会員に照会する，また，名簿に記載す

　る項目は各会員が了解するものに限り，販売対象は

会員に限るとの条件の下に，学会財政への負担も考

慮して，受益者負担として②の案とすることで総会

に諮ることが合意された．

7．IUGG（国際測地学地球物理学連合）2003年大会の

準備委員会への対応（第29期第8回常任理事会議事

要旨参照）

　　数年前のIAMAS大会，2000年のIAMASオゾン

　シンポジウム（招請中）と放射の国際会議など，負

荷は重い．ただ，IUGG大会については，戦後50年間

招請しておらず国際的期待が高い．また，気象学会

　は会員数に見合った役割を果たすべきとの声も関連

学会の中では強い．

8．地球環境科学関連学会協議会の設置に関する報告

　　（第29期第8回常任理事会議事要旨参照）

　　1996年2月の当学会の呼びかけ以来，18学会が参

加し，検討委員会の協議を経て，3月末日，協議会

の設置に至り，以下のことが合意されたことが報告

　された．

（1）本会の趣旨：地球環境科学は，自然システムとし

　　ての地球環境と人間の存在に深く関わりのある

　　地球環境との二つの側面を対象とする科学であ

　　り，関連の諸学会が協力して研究を行う必要性の

　　高い研究分野である．これに鑑み，地球環境の研

　　究を円滑に発展させるため，関連の諸学会間の実

　　りある交流を生み出す機関として本会を設ける．

1997年7月

489

　　本会は，参加学会の主体性を尊重し，相互の協力

　　関係の促進を図ることを旨とする．

　（2）本会の組織は，参加学会から1～2名の委員を出

　　して協議会を構成し，小さな事務局を置く．事務

　　経費は当面事務局担当学会が負担する．事務局は

　　当面（ここ数年間）は気象学会が担当する．

（3）事業は，情報交換（インターネット・ホームペー

　　ジの開設ニューズの発行），シンポジウム・研究

　　会，講演会などの開催などを計画する．

9．地球惑星科学関連連絡会の合同大会への取り組み

　　1997年3月に名古屋で開催された合同大会で「固

体地球と流体地球のカップリング・ダイナミックス

（4）モデルとデータ同化」の分科会を共催した件，1998

　年5月26日～29日に東京のオリンピック記念青少年

　センターで開かれる合同大会においては気象学会と

　して分科会を共催する方向で協議を続けている件，

および2000年のWPGM（Westem　Pacific　Geo－

physics　Meeting）を日本で開催する可能性を検討

　している件などの事業計画が報告された．

　　また，今後各学会固有のセッションをなくしすべ

　て共通セッションのみとする方向で協議している，

　1997年7月，ニューズレターを発行する，1997年9

　月，来年の合同大会のセッション・シンポジウムの

　公募を行うなどの活動状況が報告された．

10．学術情報センターの電子図書館サービスヘの参加

　　学術情報センター電子図書館サービスの本運用開

　始（平成9年4月）に関し，当学会に不利にならな

　いよう条件を付けて参加する旨（第29期第6回常任

　理事会議事要旨参照），当センターに申込み，覚書に

加えて，運用に係わる申し合わせを交換する形で当

　サービスに参加した．

　　今後，当学会出版物の読者層が従来より広がる利

　益と，出版物の販売が減少する不利益の可能性が学

　会運営にどう影響するかに注目しながら，今後の対

　応を検討する．

11．将来の気象学会財政のあり方

　　会費，投稿料の収入と，補助金，機関誌発行の支

　出などの基本的な収支は赤字になっており，最近の

　学会大会開催費の高騰などの事情を踏まえて，大会

　の引受機関が寄付金集めに苦労しなくても良いよう

　にするため，学会運営全般を弾力的に見直すべきと

　の問題提起があった．

12．学術会議海洋科学研究連絡委員会の第17期委員候

　補の推薦
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　　同委員会委員長から，標記の推薦依頼に対し，東

　京大学気候システム研究センター長の住明正教授を

　推すことが合意された．

13．総会議案の検討

　　1996年度事業報告・収支報告，1997年度事業計画

案・予算案などについて検討．

　1997年度事業の特徴は，評議員の選定方針の見直

し，学術情報センターの電子図書館サービスヘの参

加，会員名簿の発行形態の見直しなど．

轟酬e
「衛星データの大気補正の基礎と応用」のご案内

下記の要領で研究会を開催致しますので，奮って，

ご参加下さい．

　　　　　　　　　　　記

日時：平成9年8月25日（月）10：00－17：00

場所：千葉大学けやき会館3F会議室

主　催：千葉大学環境リモートセンシング研究セン

　　　　ター

趣　旨：

　衛星データの大気補正について総合的にレビュー・

体系化し，将来の衛星データ解析において望ましい手

法について検討する．

構　成：

　招待者による招待講演（数件）と一般講演（募集）

とから構成される．

　講演時間は以下のように予定しております．

　　　　招待講演　30～40分

　　　　一般講演　20分

講演の募集：

　申込み用紙に記入して，下記の申込先へ8月4日

（月）迄に申し込み下さい．

　　　千葉大学環境リモートセンシング研究センター

　　　　　　　　　　　　　　　　共同利用研究会

　なお，講演の際に，4～10枚程度の原稿を頂き，報

告集を印刷する予定です（原稿の書き方についてはお

申込み後，お知らせいたします）．

申込要領

　下記のスタイルで申込んで下さい．

　　　　　　　　　（申込用紙）

共同利用研究会「衛星データの大気補正の基礎と応用」

に講演を申込みます．

講演者名

所属

講演のタイトル

連絡事項

申込先：

　千葉大学環境リモートセンシング研究センター

　美濃村満生

　〒263千葉市稲毛区弥生町1－33

　　　　TEL：043（290）3852

　　　　FAX：043（290）3857

　　　　E－mai1：mino＠rsirc．cr．chiba－u．ac．jp
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